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　町田市では、共働き家庭の増加や食の多様化が進む中、子どもた
ちの五感に響く学校給食によって、子どもたちの「豊かな心」「健
康な体」、「生きる力」を育み、「食を正しく選びとる力」を強化
しています。
　すでに全員給食となっている小学校に加え、中学校においてもエ
リア別に給食センターを整備し、「給食センター方式」による全員
給食の導入を進めています。小学校から中学校までの９年間を通し
て「美しく味良く」「温もり」を感じて「四季を愉しむ」町田市な
らではの給食を子どもたちに届けていきます。
　南エリア中学校給食センターは、町田市内３カ所目となる給食セ
ンターとして、年月から運用を開始する予定です。これによ
り、市内全ての中学校の約１万人の生徒の皆さんに給食を提供でき
るようになります。
　このセンターは、中学校に届ける給食を作る機能に加え、カフェ
や調理ができる多目的室も併設しています。施設周辺は、市内屈指
の桜の名所で、毎年春に「さくらまつり」が開催され、多くの市民
で賑わいます。
　中学校給食センターは、地域に住む幅広い世代の皆さまにとって、
食を通して健やかな暮らしを送ることを実感いただける市民の憩い
の場になることを目指しています。
　町田市の全ての中学生の食を支える給食センターに、ぜひご期待
ください。

エレベーターで２階に上げた材料を各処理室に振り分ける

材料搬入口

煮炊き調理室

恩田川沿いの景観と調和

■工　事　名：（仮称）町田市中学校給食センター新築
工事（南エリア）

■工　事　場　所：東京都町田市南成瀬７－－１
■建　築　主：町田中学校給食サービス株式会社
■設計・監理：株式会社阿波設計事務所東京支社
■施　工　者：徳倉・馬淵特定建設工事共同企業体
■敷　地　面　積：，．㎡
■延　床　面　積：，．㎡
■構　　　造：Ｓ造
■階　　　数：２階
■工　　　期：年１月日～年８月日
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地域に開放する公園 各学校に給食を搬出 洗浄室

　本事業方針は「子どもの未来、住まう人の未来、
まちの未来のために。」をうたっております。
　町田市ならではの給食を実現し、地場産食材の
積極的な活用、維持管理が容易になる施設を目指
しました。給食提供食数は「５校・最大，食」
となっており、アレルギー対応や子育て支援への
食事提供も可能とします。給食エリアはHACCP
の考えを取り入れた衛生管理を念頭において、ワ
ンウェイ動線を確保し、適温管理ができる施設で
す。

　敷地は南成瀬の住宅地の一角であり、東光寺公
園と雨水調整池の跡地です。公園は敷地分割した
上で再整備しており、雨水調整池は給食センター
の地下に再配置し、災害対策としての機能を維持
しています。
　恩田川沿いの遊歩道や桜並木の景観を生かし、
公園側からもアクセス可能な市民交流拠点（カフ
ェや貸会議室、公衆便所、屋上テラス）が付帯し
ており、利用者の利便性にも考慮しています。同
時に公園のメンテナンス動線も確保しています。
　施設全体を耐震化することで大地震時でも
炊き出しを可能とします。またエコケーブルや
LED照明を採用することで環境にも配慮し、ZEB
Readyを達成しています。
株式会社阿波設計事務所東京支社

　　　　第一設計部　加藤勝人


